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「わかやまイベントボード」URL

PC版　http://eventboard.shiminjuku.jp/
携帯電話版　http://eventboard.shiminjuku.jp/m/

みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●防災講演会「地域を守り抜く
力！」
　紀伊半島に適した防災技術や
災害に強いまちづくりに関する
研究事例を通して、災害に強い
紀伊半島を一緒に考えます。
日時　9月 20 日（土）
　　　13:00 ～ 16:20
場所　和歌山ビッグ愛大ホール
内容　防災教育や防災まちづく
り、液状化などに関する講演会、
各種実演やポスター展示など
参加費　無料
定員　100 名
問い合わせ　和歌山大学防災研
究教育センター（073-457-7558）

●和歌山ブルース歌碑建立 10
周年記念トーク＆ライブ
　ブラクリ丁の「和歌山ブルー
ス」歌碑建立から 10 年が経っ
たのを記念したイベントです。
日程　9月 23 日（火・祝）
　　　13:00 ～ 16:30
場所　フォルテワジマ
内容　トークセッション、記念
歌謡ショー「和歌山ブルースと
同世代の歌たち」、和歌山ブルー
スカラオケ大会、歌謡ショー「今
に活きる！和歌山演歌」（宮本
静さん、日高光路さん）
入場料　無料
問い合わせ・申込み　フォルテ

ワジマ（073-488-1900）

●福祉・介護・保育の就職フェ
ア
　福祉の職場への就職希望者対
象。面接技法などを学ぶセミ
ナー、個別面談会も。
日時　9月 26 日（金）
　　　13:00 ～ 15:30
場所　岩出市総合保健福祉セン
ター（ｉｉセンター）
参加費　無料
問い合わせ・申込み　和歌山県
社会福祉協議会福祉人材セン
ター・ハートワーク（073-435-
5211）

●劇団ノスタルジア
第 13回公演 GODHAND 2014
日時　9月 28 日（日）14:00 ～
場所　和歌山県民文化会館
出演　Masumi、藤井大地、橋
爪勇人、岡崎義章、中谷由美、
川崎ゆかり、ほかのみなさん
作・演出：岡崎義章、舞台美術：
ステファニー（劇団劇光族）、
宣伝美術：北出千佳、制作：川
崎ゆかり
入場料　前売り：一般 2000 円・
中高生 1000 円、当日はそれぞ
れ 500 円増し
問い合わせ　劇団ノスタルジア
（073-456-0414）

和歌山を創る新聞
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し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
登
録
会
で
、
自
身

の
持
つ
特
技
・
資
格
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。Ｐ
Ｒ
内
容
は
ホ
ッ

ピ
ン
グ
の
ス
タ
ッ
フ
が
編

集
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
ス
タ

ッ
フ
が
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

持
っ
て
各
団
体
に
マ
マ
講

師
を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
き
な
り
人
前
で
講
師

を
す
る
の
が
不
安
な
方

も
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ
内
で
は

い
つ
で
も
講
座
開
催
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
交
流
会
が
定
期
的

に
行
わ
れ
、
仲
間
づ
く
り

や
子
育
て
、
趣
味
の
情
報

交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
マ
同
士
で
の
新
た

な
活
動
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

上
田
さ
ん
が
「
マ
マ
講

師
」
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
周
り
の

マ
マ
た
ち
の
会
話
か
ら
。

　　
「
マ
マ
講
師
」
は
、
マ

マ
が
持
っ
て
い
る
特
技
・

資
格
を
生
か
し
、
講
師
と

し
て
地
域
で
活
動
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。
講

師
は
現
在
約
70
名
が
登
録

し
て
お
り
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ

内
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
の

展
示
会
や
集
客
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

特
技
や
資
格
は
、
家
庭

に
入
っ
て
か
ら
取
得
す
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
や
ヨ
ガ
、
手

芸
、
整
理
収
納
、
と
日
常

生
活
に
密
着
し
た
も
の
が

中
心
だ
と
か
。
取
材
当
日
、

マ
マ
講
師
の
登
録
に
来
ら

れ
た
方
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
出

市
か
ら
来
ら
れ
た
挽
田
さ

ん
。
幼
稚
園
年
中
の
お
子

さ
ん
が
い
ま
す
。
パ
ス
テ

ル
ア
ー
ト
の
資
格
を
生
か

し
た
く
、「
自
分
の
作
品

を
色
ん
な
方
に
、
手
に
取

っ
て
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
マ
マ
講
師
で
自
身
の

活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う
と

得
意
分
野
を

　
　
　
　
生
か
し
て

講
師
と
な
る
ま
で

社
会
に
参
加
し
や
す
い

　
　
　
環
境
づ
く
り
を

地域で活躍！ママ講師　～おしゃべり広場ホッピング～

子
育
て
の
事
ば
か
り
飛
び

交
う
会
話
を
聞
き
、「
な

ん
で
子
育
て
の
話
題
ば
か

り
な
ん
だ
、
皆
社
会
に
通

用
す
る
ス
キ
ル
を
持
っ
て

い
る
の
に
」
と
疑
問
を
感

じ
た
と
か
。
彼
女
た
ち
の

持
つ
ス
キ
ル
を
発
揮
で
き

る
場
を
作
ろ
う
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。
マ
マ
が
講
師

だ
か
ら
、
子
育
て
世
代
に

向
け
た
内
容
を
と
い
う
事

で
は
決
し
て
な
く
、
幅
広

い
世
代
へ
こ
の
事
業
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ッ
ピ
ン
グ
の
活
動
に

つ
い
て
は
「
仕
事
復
帰
と

い
う
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
味
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
マ
マ

の
社
会
参
加
の
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
」
と
上
田
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を

し
な
が
ら
、
子
育
て
す
る

マ
マ
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
木
下
久
美
）

　日々の子育てや家事に追われるママたち。毎日を家で過ごし、社会とのつながりを持つ機会が少なくなりがちです。
　ぶらくり丁にある「おしゃべり広場ホッピング」は、ママたちが集まって情報交換をしたり、イベントや講座を開催するなど、子育て生活を楽しく
過ごしてもらう様々な事業を行っています。その中で昨年 4月から始まったのが「ママ講師」という事業。代表の上田茜さんにお話を伺いました。

■ママ講師登録会＆交流会　
　日時：9月 24 日（水）10:00 ～ 12:00　
　場所：ホッピング　
■わくわくリフォームフェア 2014　
　日時：9月 27（土）、28 日（日）10:00 ～ 17:00
　場所：ディリパ和歌山
　※問い合わせ　ホッピング（073-425-8789）

近
畿
労
働
金
庫
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
す
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　「
新
宮
市
で
道
普
請
」
参
加
者
募
集
中
！

　

近
畿
労
働
金
庫
社
会
貢
献
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
す
ま
い
る
」
で
は
、「
社

会
貢
献
預
金
・
す
ま
い
る
」
の
災

害
復
興
支
援
コ
ー
ス
へ
の
預
金
総

額
の
０
・
１
％
相
当
額
が
、
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
と
紀
伊
半
島

大
水
害
復
興
支
援
の
取
り
組
み
に

寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寄
付

金
を
活
用
し
、
和
歌
山
地
区
で
は

２
年
前
か
ら
わ
か
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
が
新
宮
地
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
10
月
５
日
と

11
月
15
日
に
は
新
宮
市
熊
野
川
町

の
熊
野
古
道
の
道
普
請
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
地
元
の
有
志
の
み
な

さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
熊
野

古
道
の
修
復
作
業
を
み
ん
な
で
応

援
し
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
新
宮
市

内
で
団
体
が
道
普
請
活
動
を
お
こ

な
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
取
り

組
み
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
１
回
】

　

10
月
５
日
（
日
）
11
時
〜
15
時

　

伊
勢
路
本
宮
道
の
修
復
作
業（
新

宮
市
熊
野
川
町
志
古
）

　

水
害
で
浸
水
の
被
害
を
う
け
た

伊
勢
路
本
宮
道
の
草
刈
り
や
土
砂

搬
入
、
土
砂
の
流
出
を
防
止
す
る

柵
の
設
置
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
第
２
回
】

　

11
月
15
日
（
土
）
11
時
〜
15
時

　

熊
野
川
の
清
掃
作
業
（
新
宮
市

熊
野
川
町
田
長
）

　

極
め
て
珍
し
い
「
川
の
世
界
遺

産
」
と
な
っ
て
い
る
熊
野
川
で
漂

流
物
や
ゴ
ミ
な
ど
の
撤
去
を
お
こ

な
い
ま
す
。
な
お
雨
天
時
な
ど
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

両
日
と
も
、
J
R
和
歌
山
駅
東

口
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

（
７
時
発
・
19
時
半
帰
着
予
定
、
定

員
20
名
）。
昼
食
と
し
て
地
元
農
産

加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
軽
食
を
準

備
し
ま
す
。
作
業
終
了
後
は
、
水

害
で
被
害
を
受
け
今
年
4
月
に
2

ホッピング店舗外観

ママ向けの求人情報や地域イベント情報もたくさん！ 講師登録の説明の様子 和やかな雰囲気の講師登録会＆交流会の様子和やかな雰囲気の講師登録会＆交流会の様子講師登録の説明の様子ママ向けの求人情報や地域イベント情報もたくさん！

新宮市の熊野古道で「道普請」を実施します
10 月 5日（日）11:00 ～ 15:00
　熊野古道・伊勢路本宮道（新宮市熊野川町志古）
11月 15 日（土）11:00 ～ 15:00
　川の熊野古道・熊野川（新宮市熊野川町田長）

草刈りや清掃、整備などに取り組みます。JR 和歌
山駅東口から送迎バス運行あり。
詳しくは　http://www.wnc.jp/smile/　へ。

年
ぶ
り
に
営
業
を
再
開
し
た
「
熊

野
川
温
泉
・
さ
つ
き
」
に
入
浴
し

ま
す
（
入
浴
料
は
主
催
者
負
担
）。

　

参
加
無
料
。
現
地
集
合
も
合
わ

せ
た
定
員
は
30
名
。
軍
手
・
飲
料
・

タ
オ
ル
、
必
要
に
応
じ
て
着
替
え

な
ど
を
ご
持
参
下
さ
い
。
保
険
付

与
の
関
係
で
、
必
ず
事
前
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
詳
細
は
「
す
ま

い
る
」
和
歌
山
・
奈
良
地
区
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い

（http://www.wnc.jp/smile/

）。今なお爪痕が残る熊野川

学生が見た、和歌山のNPO法人
　今年もわかやま NPO センターにイン
ターンの学生さんがやってきました。毎
年、学生さんには県内 NPO 法人が公開
している事業報告書を分析してもらって
います。学生さんに県内の NPO 法人は
どう映ったのでしょうか？

◆　　◆　　◆
　－ 調査をしてみて、県内の NPO 活動
についてどう思いましたか？
　A さん　もともと NPO は行政などの
手が届かない部分を担うボランティアが
多い、という印象を持っていましたが、
経済的にも大きな団体もあるということ
でびっくりしました。
　また、事業を円滑に回していくために
はボランティアだけでは運営が難しい団
体もあるということも知りました。
　B さん　わたしもはじめは NPO＝ボ
ランティアという印象をもっていまし
た。しかし、事業報告書を拝見すると、
収入がないために思うように活動ができ
ていない団体も少なくないことがわかり
ました。人を助けるため、だけではお金
が生まれないのですね。
　A　事業をしっかりとこなすためには
いい意味でお金を稼げる、仕事を回す団
体にならないといけないのかな、と。

　B　NPO にとっては志が大事なので
しょうけど、「志ひとつ」だけでは活動
が難しいので、収入をどうやって得てい
くのかが課題なんですね。
　－ NPO に求められることはなんで
しょうか。
　A　NPO は地域住民を代表する組織の
一つとして、地域につながりを生み出す
きっかけを生み出すことができるのでは
ないかと思いました。いろんな団体と連
携を持つ広い視野が必要なのかもしれま
せん。
　B　事業収入が少ないがために活動が
できなくなってしまうというのはもった
いないですよね。活動をして、寄付でも
会費でも事業収入でもいいので収入を得
ることが重要なのでしょうね。
　A　行政で公開されている事業報告書
だけではその団体がどういう活動をして
いるかが十分わかりませんでした。
　B　ブログやホームページもあります
が、もっと比較しやすい事業報告になっ
てほしいですね。

◆　　◆　　◆
　今年の事業報告書の分析結果などは後
日「わかつく」の記事のなかでご紹介し
ます。お楽しみに！


